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患者カード 

 

【効能・効果】骨折の危険性の高い骨粗鬆症 

【用法用量】本剤 2本（210㎎）を 

1ヶ月に 1回 12ヶ月皮下投与 

【慎重投与】重度の腎機能障害患者あるいは透析を受け

ている患者（eGFRが 30mL/min/1.73m2 未満） 

【重大な副作用】低カルシウム血症、顎骨壊死・顎骨骨髄炎、 

大腿骨転子下及び近位大腿骨骨幹部の非定型骨折など 

 

1. WHOによる重症骨粗鬆症の定義等を参考に、骨折の危険性の高い骨粗鬆症の患者に対し
て本剤を使用してください。 
 

2. 虚血性心疾患又は脳血管障害のリスクの高い患者への投与には、有益性と危険性を考慮し
た上で、本剤を使用してください。特に、他の医療機関にて、虚血性心疾患又は脳血管障
害の治療中、あるいはそれらの発現リスクが高い疾患の治療中である場合には、互いに連
携し、処方の必要性を慎重にご判断ください。 

1. 虚血性心疾患又は脳血管障害 
の徴候や症状を患者に説明し、 
徴候や症状が認められた場合 
には速やかに医療機関を 
受診する。 
 

2. イベニティ®皮下注 
105㎎シリンジの患者カード 
を携帯、提示する。 

参考資料：添付文書、イベニティ®皮下注適正使用のお願い 

イベニティ®皮下注105㎎ シリンジ ： ロモソズマブ（ヒト化抗スクレロスチンモノクローナル抗体製剤） 

 

イベニティ®皮下注 投与中における 

「虚血性心疾患 又は 
脳血管障害発現」 

にご注意ください! 
 ●ベネフィットとリスクを慎重に判断してください。 

●以下の点について患者への指導をお願いします。 
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